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研究成果の概要（和文）：本研究では，変容した組織形態の一つとして産業クラスターを取り上

げ，その戦略遂行と業績管理システムについて研究した。そのシステムの一つとして，バラン

ス･スコアカードを取り上げた。バランス･スコアカードは，産業クラスターにおけるビジョン

や戦略の共有に役立つツールであると位置づけ，産業クラスターにおけるバランス･スコアカー

ドのモデルを提示した。

研究成果の概要（英文）：In this study, I studied the industrial cluster as one of
the organization forms that transformed.I studied systems for strategy accomplish
ment and performance evaluation.I showed the model of the balanced scorecard in
the industrial cluster for sharing the vision and the strategy.
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１．研究開始当初の背景

近年では，ミニプロフィットセンタ

ーやラインカンパニー制，アメーバ組
織といった，新しい形式のセグメント

が世に出ている。このような形態のセ

グメントは，従来の代表的な企業セグ

メントの事業部制組織と比較すると，

より戦略的でありかつ柔軟な組織であ

る。当然，収益や原価の割当という業

績測定に必要な計算の理念や構造は，

伝統的な事業部制とは異なるスキーム
が要求されるものと考えられる。

また，一企業（単一組織）だけの活

動で経営活動は完結するものではなく，

何らかの形で他の組織とネットワーク
が築かれている場合が多い。変容した

組織の形態の一つとしてとしてネット

ワーク組織を考えることも視野に入れ

なければならない。

２．研究の目的

戦略と組織の形態は，密接な関係に

ある。戦略が組織に変更を与える場合
もあるし，組織の変更が逆に戦略を規



定する場合もある。組織の形態が変わ

ってくれば，当然業績評価の方法は変

わってくる。ここで問題とするのは，
組織の形態が変わり，戦略が設定され

た場合，その戦略が組織の中でどのよ

うに浸透していくのか，理解されてい

くのか，共有されていくのか，という

ことが問題となる。

また，近年では一企業のみで完結し

た経営活動を行うということは希であ

り，企業は何らかの形でサプライチェ
ーンの中に取り込まれている。サプラ

イチェーンも一つの組織形態であると

考えると，その戦略の遂行と業績管理

にはこれまでとは違った方法論がある

はずである。本研究では，そのような

変容した組織，とりわけサプライチェ

ーンを形成したネットワーク組織にお

ける戦略遂行のための業績管理システ
ムの規範的モデルを構築することを目

的とする。

３．研究の方法

本研究は，基本的に文献資料調査と，

企業や関連機関へのヒアリングによっ

て行った。

具体的には，管理会計技法としてのバ

ランス･スコアカードおよび戦略マップ

の研究，産業クラスターの過去の事例

研究，そして現在九州地方で展開され

ている食料産業クラスターに対するイ

ンタビュー調査である。

それらの研究結果を基に，規範モデ

ルを構築した。

４．研究成果

(1)対象とする組織

本研究では，組織の変容形態の一つ

として，産業クラスターに焦点を当て

た。産業クラスターは，組織としては

次のような特徴を持つ。

①地域においてサプライチェーンを形

成している。

②属性の異なる組織（営利企業，研究

機関，自治体･関連機関）などがそれぞ

れネットワークを重層的に構築し，な

おかつそれが価値創造のリンクでつな

がっている。

(2)産業クラスターにおける管理会計問

題

産業クラスターの抱えている大きな
問題は，クラスターに対するマネジメ

ントの発想が希薄であるという点であ

る。マネジメントの適切なツールもな

ければ，経済的効果を図る仕組みもな

いのが現状である。具体的には，戦略

に対する参加者の共有と理解が希薄で

ある場合が多い。また，業績や経済的
効果の測定方法がないために，クラス

ターに参加することの経済的ベネフィ

ットを参加者が感じ取れないでいると

いう場合も多い。これらの問題は，ビ

ジョンや戦略の達成にとって大きな足

枷となる。このような問題を克服する

ための一つの方法として，バランス･ス

コアカードを産業クラスターに適用す
ることが考えられる。

産業クラスターでは，企業や自治体，

研究所や大学などがそれぞれネットワ

ーク組織化しており，さらにそれが重

層的に展開されている。それぞれのネ

ットワーク組織，ネットワークを構成

する個々の組織体が，ややもすると全

体の目標を見失い，個々の思惑だけで
動いてしまう可能性がある。こうなっ

てしまっては，クラスターとして集積

する意味自体がなくなってしまう。し

たがって，クラスター全体のミッショ

ン，ビジョンや戦略を共有・翻訳･伝達･

理解させるためには，それを推進する

ための強力な「羅針盤」が必要である。

バランス･スコアカードはその｢羅針盤｣
たり得るツールである。

また，産業クラスターでは，評価す

る視点として考慮に入れなければなら

ない要素に，非財務的な要素が非常に

多い。ここでは，短期的な経済的効果

と，イノベーション，人材育成，地域

インフラの整備などのような比較的長

期的な効果とをバランスさせて評価す
ることが必要になる。特に，インフラ

整備がどのようにイノベーション創出

に結びつくのか，そしてそのイノベー

ションの創出がどのように経済的効果

に結びつくのか，ということを明らか

にする必要性が高い。こういった点か

らも，産業クラスターの戦略遂行およ

び効果測定にとってバランス･スコアカ
ードは非常に強力なシステムとなり得

るものと考えられる。

(3)サプライチェーンにおけるバラン

ス･スコアカード

前述のように，産業クラスターは地

域的サプライチェーンという属性を持

ったものである。そこで，本研究では

まず企業間サプライチェーンにおける
バランス･スコアカードについて研究し

た。いくつかのケースを分析した結果，

サプライチェーンにおけるバランス･ス

コアカードは，構築プロセスからの分



類と，形態からの分類が可能であるこ

とがわかった。

構築プロセスからの分類では，コア
となる企業が主導してバランス･スコア

カードを作成するような場合と，サプ

ライチェーンに参加している企業が協

同してバランス･スコアカードを作成す

る場合とに分類される。前者を主導型B

SC，後者を協同型BSCと名付けることが

できる。

形態からの分類では，サプライチェ
ーンの効果を測定する指標を，バラン

ス･スコアカードの様々な視点に分散し

ておいている場合と，サプライチェー

ンにおける効果を一つの視点として独

立して設定しているか，サプライチェ

ーンの効果のみを対象としたスコアカ

ードを作っている場合である。前者を

分散型BSC，後者をモジュール型BSCと
名付けることができる。モジュール型B

SCは，さらに部分的モジュール型と完

全モジュール型とに分類される。

この二つの分類基準は，マトリクス

状に展開される。それが，図1である。

図1 サプライチェーンBSCの類型

(4)サプライチェーンとしての産業クラ

スターの集積形態

前述のサプライチェーンにおけるバ

ランス･スコアカードを産業クラスター

に適用する場合には，産業クラスター

がどのような集積の仕方をして，ネッ

トワークを形成しているのかを見る必
要がある。Markusen(1996)によれば，

産業集積は，①新産地型，②ハブ＆ス

ポーク型，③サテライト･プラットフォ

ーム型，④国家主導型に分類されると

いう。①のタイプは，地域の中小企業

が相互に連携しながら集積している状

態である。②のタイプは，地域にコア

になる企業が存在し，それをハブとし
て，スポーク状に地域内の中小企業や

地域外の大企業や中小企業と連携して

いる状態である。③のタイプは，地域

の外に本社等がある複数の企業が，そ
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の地域にオフィスや工場のブランチを

置き，そのブランチが連携している状

態である。④は，国や自治体等の機関
が主導して連携を形成している状態で

ある。

①新産地型

②ハブ＆スポーク型

③サテライト･プラットフォーム型

④国家主導型

図2 集積のタイプ

これらの類型から考えるとき，バラ

ンス･スコアカードの構築プロセスで
は，新産地型とサテライト･プラットフ

ォーム型では協同型BSCの形をとり，ハ

ブ＆スポーク型と国家主導型では主導

型BSCをとることになる可能性が高い。

サプライヤー 顧客

地域に本社のある大企業

支社オフィス・工場

国･自治体の推進機関

地域の企業



(5)産業クラスターにおけるバランス･

スコアカードの構築

産業クラスターにおいては，参加し
ている組織の持っている技術等のマッ

チングによるイノベーションの創出が

重要な課題である。イノベーションの

創出環境の整備が，いかにしてイノベ

ーションを生み，そのイノベーション

がクラスター参加組織やクラスター全

体，クラスターの存在する地域にどの

ような経済的効果をもたらすのか，と
いうことを測定することが重要である。

そういった観点から，産業クラスタ

ーのインフラ(イノベーション創出環

境)整備がどのように財務的な成果に結

びつくのかを意識したバランス･スコア

カードのモデルを試験的に構築した。

それが，図3である。

図3 バランス･スコアカードのモデル

(6)本研究の貢献と今後の課題

本研究の最大の貢献は，産業クラス

ターに対して管理会計技法の適用可能
性の方向性を示した点にある。従来，

会計学の分野では，産業クラスターに

関する研究は皆無であった。本研究で

は，変容する組織形態の一つとして産

業クラスターに焦点を当てたことで，

この領域に対する管理会計技法，特に

バランス・スコアカードの展開の可能

性を示すことができた。
本研究のプロセスにおいて，ネット

ワーク型の組織におけるバランス･スコ

アカードの類型化に成功したことも，

大きな貢献である。

また，ネットワーク組織全体を俯瞰

する管理会計の領域として，メゾ管理

会計という領域の開拓の可能性を見い

だした点も本研究の大きな貢献の一つ
である。

今後の課題としては，本研究で提示

したバランス･スコアカードのモデルの

実装の可能性に関する検討があげられ

る。これについては，現在組織されて

いる産業クラスターに対する導入実験

などを行っていく必要がある。
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